
航空・宇宙部 統括課 兼 次世代空モビリティユニット

主任 神田 晃佑

国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構

2026年3月6日

NEDO航空・宇宙部の取組



2

1. NEDO航空・宇宙部の概要

2. 福島県とNEDO航空・宇宙部の関係

3. 福島県とNEDO航空・宇宙部のこれから



3

1. NEDO航空・宇宙部の概要

2. 福島県とNEDO航空・宇宙部の関係

3. 福島県とNEDO航空・宇宙部のこれから



4

NEDOの役割

イノベーション・アクセラレーターとしてのNEDOの役割
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NEDOの組織

(2025年8月1日現在)

航空・宇宙部



航空機

衛星

次世代

空モビリティ
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航空・宇宙部の所管分野
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ReAMoプロジェクト

Figures of

Realization of 

Advanced Air Mobility Project

Duration

Partners

R&D Items

5 Years 

42  

9

FY2022 to FY2026

Total Budget

¥15B
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ReAMoプロジェクト概要

物流

飛行機

ヘリコプター

点検

空飛ぶクルマ

災害対応

低高度空域
①機体の安全性向上・高性能
化

(2)運航体制の省人化
現状では1機体に対して、操縦者1名・補助者数名という運航体制となることが多い。

(3)ドローン・空飛ぶクルマ・既存航空機の空域の協調

ドローン

(1)機体の安全性向上・高性能化

今後の産業拡大を見据え、
(1)試験方法の標準化や産業規格化により、「機体の安全性向上・高性能化」を進め、ドローンの活用の幅
を拡大し、空飛ぶクルマの市場を創造する。

(2)「運航体制の省人化」によって1人の操縦者が複数の機体を操縦できるようにし、ドローン利活用のポテン
シャルをさらに引き出す。

(3)また、空飛ぶクルマが登場することも見据え、ドローンと空飛ぶクルマ、既存航空機が空域を協調し、より
安全で効率的な航行を行うための技術の確立を目指す。
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ReAMoプロジェクト研究開発・調査テーマ



10

空飛ぶクルマの性能評価手法の開発

電動推進システム環境試験技術における試験設備構築・実証・国際標準化提案を通し、
国内にノウハウを蓄積

図 想定される飛行プロファイルミッション

⑥

Anticipated flight profile mission

AAM Social Implementation
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（主要成果）福島RTFに試験設備新設

プレハブ倉庫
（付帯設備を格納）

連続試験耐久棟
（設備本体を格納）

南相馬

浪江
入口

南北： 500 m

東西： 1,000 m

約 50 ha

2025年2月温度評価試験設備完成・試験開始、追加機能開発中
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運航管理技術の開発

低高度空域における既存航空機、ドローン、空飛ぶクルマの安全かつ効率的な共存



13

(主要成果）福島RTFにおける運航管理技術実証

複数の運航管理システムが連携し、ドローン同士の衝突を回避する基盤構築実証に成功

2025年2月福島RTFにて実証

• UTMS間での飛行実態の把握、国際標準フォーマットに準拠した空域情報の共有など、機能面の正確性
を確認

• 複数UTMS間での重複する飛行計画の相互調整やUTMSを利用しないドローン運航者とのデジタルツール
による情報共有の有効性を確認

出典：複数の運航管理システムが連携し、ドローン同士の衝突を回避する基盤構築実証に成功(2025年5月16日）
https://newsroom.kddi.com/news/detail/kddi_nr-589_3909.html

https://newsroom.kddi.com/news/detail/kddi_nr-589_3909.html
https://newsroom.kddi.com/news/detail/kddi_nr-589_3909.html
https://newsroom.kddi.com/news/detail/kddi_nr-589_3909.html
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南相馬市と協定を締結（2019年4月）福島県と協定を締結（2017年11月）

福島RTFや実証区域を積極的に活用することで、人材育成、関連産業の活性化、
さらには地域振興に資する取組を推進することを目的とし、福島県、南相馬市それぞ
れと連携協定を締結。協定に基づき、密な連携体制を構築。

福島県・南相馬市との連携協定
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ロボット・航空宇宙フェスタふくしまへの出展

出典：「空のイマを変えるNEDO～空の新時代その未来を支える挑戦～」をテーマとして「ロボット・航空宇宙フェスタふくしま 2025」に出展しました （2025年11月27日 NEDO）

「ロボット・航空宇宙フェスタふくしま 2025」出展の様子

2025年の展示ブースでは、「空のイマを変えるNEDO～空の新時代 その未来を支える
挑戦～」をテーマに、航空・宇宙部事業に関する成果の展示やドローン操縦体験コー
ナーなどを設け、航空機関連産業の技術や取組を紹介。

https://www.nedo.go.jp/ugoki/ZZ_101452.html
https://www.nedo.go.jp/ugoki/ZZ_101452.html
https://www.nedo.go.jp/ugoki/ZZ_101452.html
https://www.nedo.go.jp/ugoki/ZZ_101452.html
https://www.nedo.go.jp/ugoki/ZZ_101452.html
https://www.nedo.go.jp/ugoki/ZZ_101452.html
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NEDO内福島勉強会 概要

・目的：福島イノベーションコースト構想をはじめとした復興に係る政策の最前線での取組や、

進出事業者の生の声に触れることで福島浜通り地域の理解を深める。また、

NEDOの研究成果を実証・実装する場として福島県の可能性を考える。

・日程：2月中に2回開催。NEDO職員約70名が参加。

・訪問先例：東京電力廃炉資料館、東京電力福島第一原子力発電所、とみおかアーカイ

ブミュージアム、福島RDM2センター、大熊インキュベーションセンター、福島ロ

ボットテストフィールド、南相馬市産業創造センター等。そのほか、現地機関や

企業との意見交換会も実施。

協力機関：福島イノベーション・コースト構想推進機構、福島相双復興推進機構、福島国

際研究教育機構（F-REI）、経済産業省大臣官房福島復興推進グループ
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NEDO内福島勉強会 当日の様子

福島第一原子力発電所

とみおかアーカイブミュージアム

大熊インキュベーションセンター

福島ロボットテストフィールド 福島RDM2センター
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・NEDOは、プロジェクトマネジメントの進化を通じ、研究・開発から事業化までNEDOな
らではの支援を途切れなく提供することにより、唯一無二のファンディング・エージェンシー
を目指す。

・航空・宇宙部としても、「福島イノベーション・コースト構想を基軸とした産業発展の青写
真」の実現に向け、イノベーション・アクセラレーターとして福島の創造的復興を推進。

福島県とNEDO航空・宇宙部のこれから

出典：プロジェクトマネジメントの進化に向けて（2026年2月19日 NEDO） 出典：福島イノベーション・コースト構想を基軸とした産業発
展の青写真の改定について（2025年5月30日復興庁・
経済産業省・福島県）

https://www.nedo.go.jp/introducing/ZZKH_100128.html
https://www.meti.go.jp/earthquake/smb/20250606_innovation-gaiyou.pdf
https://www.meti.go.jp/earthquake/smb/20250606_innovation-gaiyou.pdf
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